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回
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団
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一
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男
子　

一
回
戦　

米
子
工
業
2
対
0
鳥
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陵

　

女
子　

一
回
戦　

米
子
南
2
対
0
鳥
取
湖
陵

○
バ
ス
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ッ
ト
部

　

男
子　

一
回
戦　

米
子
西
97
対
33
鳥
取
湖
陵

　

女
子　

二
回
戦　

米
子
高
専
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対
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鳥
取
湖
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一
回
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鳥
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対
0
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二
回
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米
子
工
業
3
対
0
鳥
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女
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一
回
戦　

鳥
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西
3
対
0
鳥
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ス
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人
権
教
育LH

R

　

６
月
７
日
（
金
）
に
人

権
教
育LHR

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

１
年
生
は
《
安
心
・
信
頼

で
き
る
集
団
作
り
》
自
尊

感
情
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
な
が
ら
、

安
心
・
信
頼
で
き
る
集
団

の
一
員
で
あ
ろ
う
と
す
る

態
度
を
育
成
す
る
。

２
年
生
は
《
同
和
問
題
の

現
状
と
私
た
ち
の
在
り

方
》
現
存
す
る
同
和
問
題

の
状
況
を
理
解
す
る
。
ま

た
、
同
和
問
題
を
通
し
て
、

社
会
に
存
在
す
る
偏
見
や

差
別
に
つ
い
て
、
自
ら
の

問
題
と
し
て
考
え
る
。

３
年
生
は
《
進
路
保
障
と

就
職
差
別
》
公
正
な
採
用

選
考
の
た
め
の
取
り
組
み

の
意
義
を
認
識
す
る
。
差

別
選
考
の
実
態
や
「
全
国

統
一
応
募
用
紙
」
の
趣
旨

テ
ー
マ
と
し
て
議
論
し
合

い
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス

で
は
、LHR

推
進
委
員
の

協
力
に
よ
り
、
面
接
を
し

て
い
る
様
子
を
想
定
し
て

撮
影
さ
れ
た
動
画
を
見

て
、
ど
の
質
問
が
不
適
切

な
の
か
に
つ
い
て
班
で
考

え
ま
し
た
。
私
は
、
な
ぜ

不
適
質
問
が
不
適
切
な
の

か
に
つ
い
て
班
で
考
え
ま

し
た
。
私
は
、
な
ぜ
不
適

切
な
の
か
を
具
体
的
に
説

明
す
る
こ
と
が
特
に
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
そ
の
後

全
体
で
考
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
十
分
に
納
得
が
で

き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

が
真
摯
に
な
っ
て
議
論
に

取
り
組
め
て
お
り
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

鳥
取
環
境
大
学
・

鳥
取
環
境
大
学
・

新
日
本
海
新
聞
社

新
日
本
海
新
聞
社

 

�
月
�
�
日
（
木
）、
情
報
科
学
科

の
３
年
生
が
公
立
鳥
取
環
境
大
学

と
新
日
本
海
新
聞
社
を
見
学
し
ま

し
た
。
公
立
鳥
取
環
境
大
学
で
は
、

環
境
と
経
営
を
組
み
合
わ
せ
た
独

自
の
学
び
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
充
実
し
た
施
設
を
見
て
回
り

ま
し
た
。
研
究
す
る
テ
ー
マ
に
よ
っ

て
部
屋
が
分
か
れ
て
い
て
、
と
て

も
集
中
で
き
そ
う
で
し
た
。

 

新
日
本
海
新
聞
社
で
は
、
新
聞
社

の
業
務
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た

後
、
実
際
の
仕
事
の
様
子
を
見
学

し
ま
し
た
。
一
つ
の
新
聞
を
た
く

さ
ん
の
方
が
分
担
し
て
作
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

今
回
の
見
学
で
、
大
学
と
会
社
の

雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
進
学
希
望
の
人
に
と
っ
て
も
、

就
職
希
望
の
人
に
と
っ
て
も
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。


